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日本土人形資料館
〒383-0013長 野県中野市大字中野1150

丁el&Fax:0269-26-0730

●開館時間/9:00～ 17:00

(12月 ～2月 10:00～ 16:00)

●休 館 日/毎週木曜日

年末年始 (12月 29日 ～1月 3日 )

●観 覧 料/一 般200円 (団体150円 )

高校生100円 (団体 70円 )

※団体は20人以上



五代目窯元・力Lラ軽
肌土彙ア

さん  インタビュー

30年あまり続けてきた人形づくり

二次人形五代目の丸本さんは、明治時代の型の復元や干支などの独自の作品を手がけるなど、精力的に活動されていま

す。平成 3年には広島県の伝統的工芸品、また、平成18年には広島県無形文化財に指定された二次人形の丸本さんですが、

やさしい表情に描くのは難しいものです、とおっしゃいます。「まだ、私の母が描いたようには、やさしい表情が描けな

い。30年 あまり人形づくりを続けてきた現在も、 (母の作った人形を見て)『 この人形を作ってほしい』といわれると、『申

し訳ないが、もう少し待ってください』と言って待ってもらっていますよ。」 現在、奥 さんと職人さん 2人のほかに、

ゆくゆくは 6代 目となる息子さんも同じ作業場で黙々と人形作りに動しんでいる。

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
、

『や
っ
て
い
る
こ
と
す
べ
て
」
で
す
ｃ

髪
の
毛

一
本
、
日
の
表
情
ひ
と
つ
さ
え
も
、

本
当
に
満
足
の
い
く
も
の
を
作
る
た
め
に
、

勉
強
の
毎
日
で
す
。
絵
付
け
の
際
に
は
、
白
い

顔
料
や
泥
絵
の
具
に
ニ
カ
ワ
を
混
ぜ
て
塗
る

の
で
す
が
、
二
次
人
形
の
特
有
の
光
沢
の
あ

る
色
合

い
は
、
こ
の
ニ
カ
ワ
の
働
き
に
よ
る

も
の
で
す
。

ニ
カ
ワ
っ
て
い
う
の
は
、
ゼ
ラ
チ
ン
が
主

成
分
な
の
で
、
暖
か
い
時
期
だ
と
、
塗

っ
て

も
流
れ
て
し
ま

っ
て
、
色
が
ま
だ
ら
に
な

っ

て
し
ま
う
…
…
。
で
す
か
ら
、

『絵
付
け
』
は

昔
か
ら
寒
冷
期
の
作
業
と
さ
れ
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
ニ
カ
ワ
を
湯
煎
で
溶
か
し
な
が
ら
彩

色
す
る
、
と
い
う
技
法
が
継
承
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
ね
、
絵
付
け
の
と
き
に
は

い
ち
だ
ん
と
気
合
い
が
入
り
る
ん
で
す
。

空
調
し
て
、
夏
場
も
絵
付
け
を
し
た
ら
ど

う
か
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

何
も
そ
こ
ま
で
し
て
つ
く
る
必
要
は
な
い
と

思

っ
て
い
ま
す
し
、
暖
か
い
時
期
に
粘
土
を

こ
ね
る
水
仕
事
を
し
て
、
寒
い
時
期
に
絵
付

け
を
す
る
の
は
、
節
句
用
と
い
う
季
節
的
な

用
途
か
ら
考
え
て
も
、
非
常
に
合
理
的
な
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
然
に
逆
ら
わ
な
い
で

『
一
年

一
工
程
』
を
守

っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

人
形
づ
く
り
に

寄
せ
る
ひ
た
む
き
な
情
熱
Ｈ

「
父
親
の
後
を
継

い
で
簡
単
な
気
持
ち
で

始
め
た
仕
事
で
す
が
、
今
、
何
を
し
て
も
面

白

い
。
人
形
に
も
愛
着
が
わ
き
、
人
形
づ
く

り
の
醍
醐
味
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

だ
か
ら
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
自
分
の
納
得
の

い
く
も
の
が
で
き
そ
う
な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。」

人
形
づ
く
り
に
寄
せ
る
ひ
た
む
き
な
情
熱

と
、
地
域
の
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
人
形
づ
く

り
の
伝
統
は
、
丸
本
さ
ん
の
中
に
、
今
も
三

次
の
町
に
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
。

丸本
れ土
彗

■二次人形窯元のご案内

三次人形窯元
〒728-0014 広島県三次市十日市南4丁目12‐7

Tel:0824… 63-7502(Fax兼 用)

天神だけでなく、色々な型があることを
知つてほしい。

明治以来伝わる三次人形は140種類ぐらいありますが、

現在、私が作つているのは70～80種類ぐらいですね。将

来的に実現したいと思つているのは、すべての種類を再現

した明治以来の集大成ですね。また、私ならではの「平成

の作品」も手がけてみたい。そして私の作つたものを一般

の方々に購入していただき、人形制作が生活の糧としてや

つていけるようになればいいですね。誰もが買えて、誰が

見てもほっとするようなもの、それが工芸品だと思つてい

ますし、私自身そのスタンスを守つていきたいと思いますね。
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Vみ よし

●広島県無形文化財指定
●三 次 市 無 形 文 化 財

●広島県指定伝統的工芸品
●三次市「みよしの匠」認定

2つの粘土型 を接着

粘土型は前後に2つ に分かれ
ているので、それらを合体さ
せひとつの人形にする。接着
する際には、どろどろの粘土を

糊として使用。乾いたら、はみ

出した部分をきれしヽこ取り除く。

三次人形の起源には諸説があレリますが、一般的には寛永年間 (1633年頃 )、 二次藩主浅

野長治が江戸浅草の人形師 (森喜三良6)を つれ帰り、わが国の歴史上の勇者や伝説上の人

物の土人形を作らせ、家臣が一子をもうけるたびにお祝物として、この土人形を贈ったと言わ

れています。 三次人形は、370年もの間継承され、光沢のある白い肌、日は切れ長であレリなが

らやさしい表情や八頭身のスリムな体型、容姿端麗で美しく、今も広島県の県北地方の節句

人形として親しまれています。

●5月～ 10月 /形作りと素焼き作業

二
次
人
形
の
誕
生
と
歴
史

江
戸
時
代
、中
国
地
方
で
は
各
地
で
泥
人
形
が
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
二
次
地
方
も
同
様
で
、〓
一次
宮
ノ

海
で
人
形
が
作
ら
れ
て
お
り
、そ
の
当
時
は
制
作
場
の

在
る
地
名
に
ち
な
ん
で
宮
ノ
海
（又
は
宮
ノ
峡
）
人
形
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
入
っ
て
丸
本
儀
十
郎
が
宮
ノ
海
人
形

窯
元
か
ら
分
家
し
、
（現
Ｙ

一次
市
十
日
市
に
窯
元
を

開
設
し
、初
代
十
日
市
人
形
窯
元
と
し
て
独
立
し
、人

形
制
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、全
盛
期
を
む
か

え
、庄
原
（田
原
人
形
×
上
下
（上
下
人
形
）
、三
原
↑
一

原
人
形
）
で
も
土
人
形
の
制
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、戦
争
の
足
音
と
共
に
衰
退
の
一途

を
た
ど
り
、
十
日
市
人
形
だ
け
が
人
形
制
作
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
１７
年
や

む
な
く
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、昭
和
３‐
年
、〓
一代
目
窯
元
で
あ
る
兄
（藤
し

の
了
解
を
得
、弟

（恵
沐
）
が
四
代
目
窯
元
と
し
て
周

囲
の
文
化
人
や
、
知
識
人
の
応
援
を
受
け
人
形
制
作

を
再
興
し
、名
称
も
十
日
市
人
形
か
ら
、〓
一次
人
形
に

改
め
制
作
を
続
け
ま
し
た
。

昭
和
４０
年
、
四
代
目
が
急
死
し
、当
時
、美
術
大
を

め
ざ
し
勉
学
中
だ
っ
た
裁
氏
が
五
代
目
を
引
き
継
ぎ
、

六
代
目
（尚
志
）
を
後
継
と
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
溶
け
込
む
二
次
人
形

広
島
の
県
北
地
方
で
は
、初
節
句
に
は
子
ど
も
の
誕

生
の
喜
び
と
成
長
へ
の
願
い
を
託
し
て
、男
の
子
・女
の

子
と
も
に
二
次
人
形
を
贈
り
ま
す
。
そ
れ
は
旧
暦
の

３
月
３
日
、
現
在
で
は
新
暦
の
４
月
３
日
ご
ろ
に
、親

類
、
知
人
、友
人
が
二
次
人
形
を

一
～
二
個
持
っ
て
お

祝
い
に
行
く
と
い
つ
も
の
で
す
。
男
の
子
の
場
合
は
天

神
ま
た
は
男
物
、女
の
子
の
場
合
は
天
神
ま
た
は
女
物

を
持
参
し
、集
ま
っ
た
人
形
を
飾
っ
て
節
旬
の
お
祝
い

を
し
ま
す
。
こ
れ
は
県
北
で
は
春
の
恒
例
行
事
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
畑
仕
事
が
始
ま
る
と
い
つ
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
行
事
で
も
あ
る
の
で
す
。

二
次
人
形
は
子
供
自
身
の
夢
を
温
か
く
見
守
る
人

形
と
し
て
人
々
の
生
活
に
溶
け
込
み
、地
元
か
ら
は
「で

こ
人
形
」
の
愛
称
で
も
呼
ば
れ
、節
旬
の
時
期
に
「で
こ

市
」
が
開
催
さ
れ
る
と
、子
供
に
人
形
を
ね
だ
ら
れ
た

親
子
連
れ
が
三
次
城
下
を
散
策
す
る
姿
が
み
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

一つ
の
作
品
を
仕
上
げ
る
の
に

一
年
か

か
り
ま
す
。
５
月
～

１０
月
に
形
を
作
り
、

焼
く
と
い
つ
外
の
作
業
の
後
、

１１
月
～
４

月
に
は
色
付
け
な
ど
の
家
内
作
業
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

自然乾燥

天気のいい日なら1週間、雨
や曇りの場合には2週間くら
い乾燥させる。

土のブレンド

ニ次地方で採取してきた粘土
を水に溶かし、きめの細かい「と
うし」で漉して、木の根やこみ
などを取り除く。半乾燥した上
を2～ 3種類ブレンドして、よ
くこね、人形用の粘土をつくる。

粘土型へはりつけ

明治初期につくられた粘土型の
内側に、粘土を3～ 5ミ リの厚さ
に貼り付けていく。1～2時間置
いておくと、粘土型が水分を吸
収して、粘土が型より少し小さく
なるので、それを型からはずす。
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「光人形」とも呼ばれています
土人形の彩色は通常の場合、着物など、

まわクリの部分から着色しますが、三次人

形の場合は、まず顔から始めるのが特徴

です。胡粉 (白 い牡蠣の粉 )を、下塗り、

中塗り、上塗 |り とそれぞれ濃度を変え、そ

れぞれ4、 5回 塗り、その後、絹の布で磨き

をかけます (みがき手法 )。 このように艶

を出してから顔を描き、胴体の部分は着

色の後「ニカワ」を塗り光沢を出すため、
別名「光人形」と呼ばれています。
人形は現在、70～ 80種余りが作られ、

有名なのは「天神」で、松負(まつおい)、

梅持、牛のり天神などの10種類があ|ります。

人
形
の
種
類
と
謂
れ

【天
　
神
】

備
後
二
次
は
学
問
を
愛
す
る
気
風
が
強
く
、特
に

菅
原
道
真
を
あ
が
め
、
人
形
と
し
て
大
切
に
し
て

き
ま
し
た
。
梅
鉢
紋
を
散
ら
し
た
気
品
の
あ
る
容

姿
で
、
座
像
・立
像
。牛
乗
り
。松
負
い

梅
持
ち
の

形
体
が
あ
り
ま
す
。

【武
者
物
】

男
児
の
雄
々
し
い
成
長
を
願
っ
て
、武
者
物
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
歴
史
上
の
英
雄
と
讃
え
ら
れ
て
い

た
加
藤
清
正
や
源
義
経
、中
国
の
二
国
志
に
登
場

す
る
関
羽
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【女
　
物
】

菊
。牡
丹
・桜
上
扇
・羽
子
板
士
一味
線
・瓢
箪
（ひ
ょ

う
た
ん
）
な
ど
、
日
本
を
象
徴
す
る
も
の
を
抱
え

て
お
り
、
誕
生
し
た
女
児
が
美
し
く
優
し
く
成
長

す
る
こ
と
を
願
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

※
こ
れ
以
外
に
も
、家
業
繁
栄
を
願
っ
た
縁
起
物

や
十
二
支
の
動
物
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

素焼き

800度～1000度の窯で約
10時間焼き上げる。この窯焼
きは現在、1年間に12～ 13
回行い、年間に千数百体つく
られている。

● 11～4月 /色づけ作業

下塗り

素焼きされた人形に牡蠣の粉
末 (胡粉)で全体を自く塗る。
その後、肌の部分 (顔、手、足)

に再び胡粉を、濃度を変えな
がら10数回塗る。乾いたら布
で磨く。

着色

最初に、顔を描き、その後、胴
体の色付けに入る。色付けは
色の薄い部分から濃い部分へ、
順に色を重ねていく。

にかわ塗 り (仕上 げ )

光沢のある部分に生にかわを
塗り、色を発色させると同時に
光沢も出す。人形によっては「つ
や消し」部分を残し、人形の美
しさを一段と強調させる人形
もある。

ニス塗り

人形の色を保護するためにニス
を塗る。以前はニスは塗ってい
なかったが、現在は塗る場合も
ある。「いつまでも美しい光沢
を保つてほしい」という五代目
丸本氏の願いが込められている。
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